
奥
迫
義
則
氏（
三
菱
重
工
マ
シ
ナ
リ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
） 臆

せ
ず
失
敗
し
て
み
る

溶
接
条
件
察
す
る
の
は「
音
」

溶 工 振

高
校
に
溶
接
機
を
無
償
提
供

初
年
度
８
台
の
予
定

特
殊
溶
接
で
ニ
ー
ズ
獲
得

造
船
低
迷
も
売
上

％
増
持
続
東栄技工

国
交
省
、造
船
技
術
６
件
に
補
助
金

ス
マ
ー
ト
溶
接
機
の
開
発
な
ど

ＩＮＤＥＸ（今週ページ）
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東
京
五
輪

が
延
期
に
な

る
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影

響
が
拡
大
し
て
い
る
。

斯
界
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
は
大
き
い
▼
溶
接

現
場
で
は
、
使
い
捨
て

式
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
不

足
が
大
き
な
課
題
と
な

り
、
使
い
捨
て
式
か
ら

取
替
え
式
に
切
り
替
え

る
と
こ
ろ
も
出
て
い

る
。
国
を
あ
げ
て
マ
ス

ク
の
増
産
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
で
も

生
産
が
追
い
つ
か
な

い
。
あ
る
メ
ー
カ
ー
は

「
品
不
足
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
す
る
ま

で
続
く
だ
ろ
う
」
▼
メ

ー
カ
ー
や
商
社
に
お
い

て
は
、
展
示
会
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
打
て
な
い

こ
と
か
ら
「
販
売
に
影

響
が
で
て
い
る
」
と
す

る
。
「
東
京
五
輪
関
係

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終

わ
っ
た
が
、
顧
客
は
あ

る
程
度
の
仕
事
量
を
確

保
し
て
い
る
。
た
だ
、

設
備
投
資
を
喚
起
す
る

に
は
ム
ー
ド
が
悪
い
」

▼
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導

入
す
る
企
業
も
身
近
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
ま
た
、
出
張

を
強
く
制
限
す
る
企
業

も
多
い
。
メ
ー
ル
や
Ｔ

Ｖ
会
議
な
ど
が
広
く
普

及
す
る
中
で
「
メ
ー
ル

な
ど
で
は
必
要
最
低
限

の
こ
と
し
か
連
絡
し
な

い
た
め
、
顔
を
合
わ
せ

て
話
し
た
と
き
と
比
較

し
て
、
得
ら
れ
る
情
報

量
が
極
端
に
減
っ
て
し

ま
う
」
。
経
済
に
対
す

る
影
響
も
大
き
い
こ
と

か
ら
１
日
も
早
い
終
息

を
期
待
し
た
い
（
Ｙ
）

将
来
の
溶
接
士
確
保
に
向
け
た
若
年
層
対
象
の
溶
接
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
全
国
各
地
で
工
業
高
校
生
を
対
象
と
し
た
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
や
講
習
会

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
学
校
側
に
は
溶
接
機
を
購
入
す
る
予
算
の
確
保
が
困
難

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
溶
接
接
合
工
学
振
興
会
（
溶
工
振
、
野
本
敏
治
理

事
長
）
は
、
工
業
高
校
な
ど
を
対
象
に
溶
接
機
を
提
供
す
る
「
溶
接
機
材
助
成

事
業
」
を
創
設
。
４
月
か
ら
応
募
を
開
始
す
る
。
野
本
理
事
長
は
「
溶
接
機
の

寄
付
を
通
じ
て
若
年
層
の
溶
接
教
育
に
溶
工
振
と
し
て
も
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

野本理事長

神
奈
川
県
優
良
工
場
の

楯
を
持
つ
矢
野
工
場
長

難
し
い
と
さ
れ
る
鋳
物
溶
接
作
業

国
土
交
通
省
は
３
月


日
、
海
事
生
産
性
革
命

（
ｉ

Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ

ｇ
）
の
一
環
と
し
て
、
造

船
工
程
に
お
け
る
生
産
性

向
上
を
目
的
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
革

新
的
な
造
船
技
術
の
研
究

開
発
を
支
援
に
基
づ
く
、

２
０
１
９
年
度
補
正
予
算

に
よ
る
先
進
船
舶
・
造
船

技
術
研
究
開
発
費
補
助
事

業
（
革
新
的
造
船
技
術
研

究
開
発
）
の
補
助
金
交
付

先
を
決
定
。
６
件
の
研
究

開
発
テ
ー
マ
が
選
ば
れ

た
。６

件
の
う
ち
東
京
大

学
、
小
池
酸
素
工
業
、
新

来
島
ど
っ
く
、
名
村
造
船

所
が
実
施
す
る
「
造
船
工

場
の
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム

の
開
発
基
盤
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
と
造
船
工
場
へ
本

格
適
用
す
る
た
め
の
試
験

研
究
」
は
、
現
場
の
機
器

の
異
常
監
視
や
故
障
の
予

防
、
工
程
の
見
直
し
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
建

造
作
業
を
効
率
化
す
る
た

め
、
船
舶
の
建
造
工
程
の

進
捗
や
問
題
を
一
元
化
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握

す
る
「
見
え
る
化
」
に
関

す
る
技
術
を
開
発
す
る
も

の
。今

回
の
事
業
で
は
Ａ
Ｉ

な
ど
を
用
い
た
画
像
解
析

技
術
の
高
度
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
な

溶
接
機
器
な
ど
の
開
発
を

進
め
、
こ
れ
ら
を
造
船
現

場
で
実
証
す
る
。

具
体
的
に
は
、
溶
接
士

が
使
用
す
る
溶
接
機
（
電

源
）
の
電
流
・
電
圧
お
よ

び
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら

得
ら
れ
る
ア
ー
ク
タ
イ
ム

率
、切
断
機
の
稼
働
状
況
、

今
年
度
開
発
す
る
ス
マ
ー

ト
溶
接
台
車
の
走
行
距
離

・
速
度
な
ど
の
デ
ー
タ
を

開
発
技
術
で
あ
る
「
見
え

る
化
シ
ス
テ
ム
」
に
送
付

す
る
。

そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
分
析
し
、
現

場
の
機
器
の
異
常
監
視
や

故
障
の
予
防
、
工
程
の
見

直
し
な
ど
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
建
造
作
業
の
効
率

化
を
目
指
す
。

こ
の
ほ
か
の
採
択
事
業

は
、
次
の
通
り
（
カ
ッ
コ

内
は
実
施
事
業
社
名
）

▽
新
設
計
船
か
ら
の
工

程
計
画
の
見
え
る
化
に
よ

る
工
数
削
減
（
臼
杵
造
船

所
）
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
船

舶
向
け
ウ
イ
ン
チ
の
生
産

性
向
上
シ
ス
テ
ム
開
発

（
Ｓ
Ｋ
ウ
イ
ン
チ
）
▽
造

船
現
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

技
術
と
デ
ー
タ
活
用
基
盤

の
構
築
（
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
）
▽
内

航
船
の
建
造
上
流
工
程
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
研
究

開
発
～
手
戻
り
低
減
に
よ

る
建
造
工
程
の
効
率
化

（
鈴
木
造
船
）
▽
先
進
技

術
を
利
用
し
た
鋼
板
管
理

技
術
の
開
発
（
三
井
Ｅ
＆

Ｓ
マ
シ
ナ
リ
ー
）

鋳
物
を
補
修
、
再
生
す

る
特
殊
溶
接
や
低
ひ
ず
み

溶
接
で
高
い
技
術
力
を
持

つ
東
栄
技
工
（
神
奈
川
県

横
須
賀
市
）
は
陸
上
プ
ラ

ン
ト
部
門
を
強
化
す
る
こ

と
で
業
績
が
伸
長
し
て
い

る
。
創
立
以
来
、
船
舶
エ

ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
の
認
定

工
場
と
し
て
日
本
の
船
舶

を
支
え
て
き
た
。

近
年
で
は
陸
上
プ
ラ
ン

ト
部
品
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
に
溶
接
技
術
を
生
か
す

こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
獲
得

し
、
成
長
に
つ
な
げ
た
。

同
社
の
横
須
賀
工
場
で
特

殊
溶
接
や
そ
れ
を
可
能
と

す
る
高
度
な
技
能
を
持
つ

溶
接
士
の
育
成
に
つ
い
て

取
材
し
た
。◇

同
社
は
１
９
７
２
年
、

摩
耗
し
た
船
舶
エ
ン
ジ
ン

部
品
な
ど
の
補
修
・
再
生

会
社
と
し
て
創
立
し
、
特

殊
溶
接
に
よ
る
鋳
物
の
再

生
を
中
心
に
、
表
面
硬
化

溶
接
な
ど
も
手
掛
け
て
き

た
。
現
在
で
は
国
内
５
工

場
・
１
営
業
所
・
海
外
３

工
場
を
展
開
し
て
い
る
。

横
須
賀
工
場
に
は
約


人
の
従
業
員
が
在
籍
す
る

が
、
そ
の
内
、
溶
接
士
は


人
と
３
分
の
１
以
上
を

占
め
る
。
同
社
の
鋳
物
を

補
修
す
る
特
殊
溶
接
と
低

ひ
ず
み
溶
接
に
関
す
る
技

術
は
国
内
で
も
有
数
と
言

わ
れ
る
。

同
社
の
特
殊
溶
接
は
被

覆
ア
ー
ク
溶
接
で
数
十
㍉

間
隔
の
短
い
溶
接
ビ
ー
ド

を
置
き
、
冷
め
る
前
に
ピ

ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で

収
縮
応
力
を
分
散
さ
せ

る
。
こ
の
溶
接
に
よ
っ
て

摩
耗
や
亀
裂
が
生
じ
た
鋳

物
の
溶
接
部
を
新
品
と
ほ

ぼ
同
程
度
の
金
属
物
理
特

性
に
再
生
す
る
。

溶
接
材
料
に
は
ニ
ッ
ケ

ル
や
鉄
＋
ニ
ッ
ケ
ル
を
材

質
と
し
た
同
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
溶
接
棒
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
を

使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と

で
鋳
物
以
外
の
ス
テ
レ
ン

ス
や
ア
ル
ミ
な
ど
の
素
材

に
も
対
応
し
、
テ
ィ
グ
溶

接
な
ど
で
低
ひ
ず
み
溶
接

が
可
能
と
な
る
。

同
工
場
の
矢
野
敦
也
工

場
長
は
「
特
殊
溶
接
で
一

人
前
に
な
る
に
は

年
は

か
か
る
。
溶
接
士
の
技
能

伝
承
を
課
題
と
し
て
溶
接

士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
当
工
場
に
所
属
す

る
溶
接
士
の
年
齢
は

代

か
ら

代
と
幅
広
く
、
年

齢
の
分
布
バ
ラ
ン
ス
も
良

い
」同

工
場
で
溶
接
を
希
望

す
る
求
職
者
に
は
、
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
と
テ
ィ
グ
溶

接
の
試
験
を
行
う
。
「
内

容
は
鉄
板
の
上
に
線
を
引

く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
だ

が
、
溶
接
経
験
の
有
無
に

関
係
な
く
セ
ン
ス
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
」

溶
接
部
門
に
配
属
さ
れ

る
と
最
初
の
数
ヵ
月
間
は

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
と
テ
ィ

グ
溶
接
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
本
級

を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
研

修
を
行
う
。
製
品
に
触
れ

る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
溶

接
の
基
本
を
学
ぶ
。
そ
の

後
は
先
輩
溶
接
士
の
下
に

つ
き
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
で
特
殊
溶
接
な
ど
の

業
務
に
徐
々
に
携
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

矢
野
工
場
長
が
「
現
在

で
も
、
東
京
湾
を
航
行
す

る
船
舶
の
エ
ン
ジ
ン
部
品

は
７
割
以
上
が
当
社
で
補

修
し
て
い
る
」
と
語
る
よ

う
に
同
社
は
船
と
共
に
長

年
歩
ん
で
き
た
。

「
近
年
、
国
内
造
船
業

界
の
低
迷
も
あ
り
、
陸
上

プ
ラ
ン
ト
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
営
業
を
強
化
し
た
。

こ
こ
５
年
は
売
上
と
利
益

も

％
以
上
の
成
長
が
続

き
、
好
調
だ
」

火
力
発
電
所
の
循
環
水

ポ
ン
プ
な
ど
の
部
品
に
お

け
る
補
修
・
再
生
は
低
ひ

ず
み
溶
接
で
な
け
れ
ば
難

し
く
、
同
社
の
技
術
が
発

揮
さ
れ
て
い
る
。「
従
来
、

陸
上
プ
ラ
ン
ト
部
品
が
亀

裂
や
摩
耗
し
た
ら
新
品
と

交
換
す
る
こ
と
が
主
流
だ

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で

は
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
か

ら
壊
れ
て
も
修
繕
し
て
使

う
と
い
う
傾
向
に
な
っ

た
。
船
舶
部
品
で
培
っ
た

低
ひ
ず
み
で
補
修
・
再
生

が
可
能
な
当
社
の
技
術
と

陸
上
プ
ラ
ン
ト
業
界
の
需

要
が
マ
ッ
チ
し
た
」
（
矢

野
工
場
長
）

業
績
拡
大
や
技
術
力
に

加
え
て
、
修
繕
が
で
き
る

こ
と
で
、
環
境
保
護
の
面

で
も
社
会
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、

年
度

神
奈
川
県
優
良
工
場
を
受

賞
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
「
以
前

は
、
知
る
人
ぞ
知
る
企
業

で
あ
っ
た
が
、
高
い
技
術

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

世
間
に
認
識
さ
れ
て
き

た
。
も
っ
と
知
名
度
を
あ

げ
業
績
を
拡
大
す
る
こ
と

で
利
益
を
従
業
員
に
還
元

し
、
人
材
育
成
や
定
着
に

つ
な
げ
た
い
」
と
矢
野
工

場
長
は
今
後
の
展
開
に
意

欲
を
み
せ
る
。

溶
接
機
材
助
成
事
業
の

応
募
資
格
は
、
実
習
教
育

を
行
っ
て
い
る
全
国
の
工

業
高
校
な
ど
を
対
象
と
す

る
他
、
こ
れ
か
ら
実
習
教

育
を
行
お
う
と
す
る
学
校

も
対
象
と
す
る
。
若
年
者

の
溶
接
技
術
の
向
上
や
職

業
教
育
へ
の
使
用
を
用
途

と
す
る
。

溶
接
機
を
寄
付
す
る
学

校
は
今
年
度
は
８
校
以
内

と
し
、
審
査
は
溶
工
振
理

事
の
粟
飯
原
周
二
氏
（
日

本
溶
接
協
会
会
長
）
が
委

員
長
を
務
め
る
「
溶
接
機

材
助
成
審
査
委
員
会
」
が

行
う
。
公
募
は
４
月
か
ら

開
始
し
６
月
末
ま
で
を
予

定
。
７
月
中
に
溶
接
機
寄

付
校
を
決
定
す
る
方
針
。

贈
呈
式
お
よ
び
溶
接
機
の

搬
入
は
寄
付
校
と
協
議
を

行
い
決
定
す
る
。

溶
接
機
の
提
供
を
受
け

た
学
校
に
は
１
年
後
を
め

ど
に
利
用
状
況
の
報
告
を

義
務
付
け
る
。
ま
た
設
置

場
所
の
変
更
や
機
材
の
譲

渡
、
廃
棄
は
５
年
間
は
認

め
ら
れ
な
い
。

溶
工
振
は
本
事
業
実
施

の
た
め
の
今
年
度
予
算
と

し
て
約
４
０
０
万
円
を
計

上
。
溶
接
機
の
確
保
は
日

本
溶
接
協
会
と
連
携
し
て

行
う
。
半
自
動
溶
接
機
は

日
本
溶
接
協
会
溶
接
技
術

検
定
委
員
会
な
ど
か
ら
確

保
。
手
溶
接
機
は
溶
工
振

で
数
台
確
保
し
、
半
自
動

溶
接
機
と
手
溶
接
合
わ
せ

て
初
年
度
は
８
台
程
度
の

寄
付
を
予
定
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年

月
、
溶

工
振
の
理
事
会
で
、
日
本

溶
接
協
会
と
溶
工
振
の
両

団
体
が
連
携
し
、
溶
接
界

へ
の
貢
献
活
動
を
行
う
こ

と
を
確
認
。
年
３
月
に
、

溶
工
振
は
喫
緊
の
課
題
と

な
る
人
材
教
育
・
育
成
事

業
を
連
携
の
も
と
進
め
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た

同
年
７
月
に
は
ユ
タ
カ

（
東
京
都
大
田
区
）
か
ら

教
育
活
動
支
援
事
業
に
対

す
る
寄
付
を
受
け
た
。
今

回
の
事
業
に
あ
た
り
、
溶

工
振
は
定
款
変
更
を
理
事

会
で
決
定
。
事
業
変
更
認

定
申
請
を
内
閣
府
公
益
認

定
等
委
員
会
に
行
い
、
今

年
２
月
に
承
認
さ
れ
た
。

募
集
は
今
後
、
溶
工
振

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
行
う
。
ま
た
、
振

興
事
業
へ
の
寄
付
金
も
募

る
。
公
益
法
人
に
対
す
る

も
の
と
し
て
、
所
得
控
除

な
ど
優
遇
措
置
が
得
ら
れ

る
。

　
高
校
時
代
の
実
習
で
溶

接
に
触
れ
た
奥
迫
氏
。
そ

の
魅
力
に
引
か
れ
、
指
導

し
て
く
れ
た
先
生
に
「
溶

接
で
仕
事
が
し
た
い
」
と

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
三
菱

重
工
業
を
紹
介
さ
れ
て
入

社
し
た
。
以
来
、
大
型
ク

レ
ー
ン
を
作
る
工
場
に
配

属
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま

で
様
々
な
ク

レ
ー
ン
の
製

作
に
携
わ

り
、
第
１
回

日
本
溶
接
協

会
マ
イ
ス
タ

ー
に
認
定
さ

れ
た
。

　
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
や

レ
ー
ド
ル
ク
レ
ー
ン
な
ど

の
総
組
立
工
程
で
溶
接
を

手
掛
け
、
Ｕ
Ｔ
や
Ｒ
Ｔ
が

必
須
の
箇
所
を
毎
日
の
よ

う
に
溶
接
し
た
。
地
上


㍍
の
高
所
で
の
溶
接
は
朝

飯
前
。
補
修
の
た
め
、
地

上

㍍
に
も
な
る
ク
レ
ー

ン
の
最
上
部
で
作
業
し
た

こ
と
も
あ
る
。

　
「
何
事
も
自
分
か
ら
進

ん
で
や
っ
て
み
て
、
失
敗

し
て
み
る
こ
と
」
。
奥
迫

氏
が
後
進
に
伝
え
た
い
言

葉
だ
。
自
身
も
は
じ
め
は

う
ま
く
溶
接
で
き
ず
、
必

死
に
先
輩
の
背
中
を
追
い

か
け
た
。
「
入
社
２
～
３

年
目
の
時
、
石
油
掘
削
装

置
の
ア
ッ
パ
ー
の
製
作
で

裏
は
つ
り
後
の
溶
接
を
任

さ
れ
た
が
、
自
分
が
溶
接

し
た
箇
所
全
部
に
欠
陥
が

出
て
し
ま
っ
た
」こ
と
も
。

悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、

持
ち
前
の
負
け
ん
気
の
強

さ
か
ら
、
う
ま
い
人
の
溶

接
を
何
時
間
も
見
て
技
術

を
覚
え
、
自
分
の
も
の
に

し
て
い
っ
た
。

　
着
実
に
腕
を
磨
き
、


歳
ま
で
出
ら
れ
る
広
島
県

の
溶
接
競
技
会
で
１
位
、

２
位
、
１
位
と
３
年
連
続

で
好
成
績
を
残
す
。

歳

の
時
に
は
被
覆
ア
ー
ク
溶

接
の
部
で
県
代
表
と
し
て

全
国
競
技
会
に
も
出
場
し

た
。

　
当
時
の
課
題
は
、
板
厚

３
・
２
㍉
と
９
㍉
の
２
種

類
。
練
習
で
は
中
板
の
棒

継
ぎ
が
懸
案
だ
っ
た
が
、

競
技
で
は
予
想
し
な
い
ミ

ス
を
し
て
し
ま
う
。
競
技

材
の
薄
板
を
ノ
ギ
ス
で
測

る
と
若
干
薄
か
っ
た
た

め
、
本
番
直
前
に
電
流
を

５
ア
ン
ペ
ア
下
げ
た
。
こ

の
判
断
が
裏
目
に
出
て
、

ア
ー
ク
が
短
絡
し
失
敗
し

て
し
ま
っ
た
。
「
自
分
の

感
覚
を
信
じ
て
い
れ
ば
結

果
が
変
わ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
悔
や
み
な
が
ら

も
、
良
い
経
験
と
し
て
振

り
返
る
。

　
溶
接
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
「
音
」
。
溶
接
条

件
が
合
っ
て
い
る
か
、
音

を
聞
け
ば
す
ぐ
に
分
か
る

か
ら
だ
。
「
溶
接
電
源
の

表
示
は
あ
く
ま
で
目
安

で
、
最
終
的
な
判
断
は
耳

で
行
う
」

　
現
在
は
工
程
管
理
な
ど

を
行
う
か
た
わ
ら
、
と
き

お
り
現
場
を
覗
き
、
気
が

つ
い
た
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。
競
技
会
の

出
場
選
手
に
対
し
て
も
そ

の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な

い
。
１
年
目
で
競
技
に
慣

れ
、
２
年
目
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
、
３
年
目
に
優

勝
を
目
指
す
、
じ
っ
く
り

腰
を
据
え
た
指
導
方
針
を

と
る
。
県
内
に
は
強
豪
企

業
も
存
在
す
る
が
、
狙
う

は
こ
れ
を
押
さ
え
て
の
全

国
競
技
会
出
場
だ
。

　
こ
の
３
月
末
で
定
年
を

迎
え
、
退
職
後
は
母
校
で

溶
接
の
指
導
を
す
る
。
伝

え
た
い
こ
と
は
や
は
り

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
積
極

的
に
や
っ
て
み
る
こ
と
」。

「
少
し
の
経
験
だ
け
で

『
自
分
に
向
い
て
い
な

い
』と
す
ぐ
に
判
断
せ
ず
、

何
事
に
も
前
向
き
な
気
持

ち
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
、
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
成
長
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
説
く
。

　
次
世
代
を
見
つ
め
る
そ

の
眼
差
し
は
、
穏
や
か
な

が
ら
も
強
い
。




